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過去との気温差の比較（３０年前）

横浜市を起点として
１９７６年８月１０日 ３３．３度 ６時間ごとのデータのみ
１９９６年８月１５日 １３時 ３４．７度
２０２５年８月６日 １４時 ３７．0度

気象庁HP 過去の気象データ検索より



本日の目的と到達目標

・熱中症の危険性を理解する

・現場で取るべき基本対策を理解する



なぜ熱中症対策が必要か

毎年、職場で重篤な災害が発生

予防で防げる災害である



熱中症とは

高温多湿環境で体温調節が破綻した状態

めまい・頭痛・けいれん等



熱中症が起こる要因

高温・多湿

身体作業負荷が大きい

連続作業・不適切な服装



服装による身体冷却

熱を吸収し又は保熱しやすい服装は避ける。

透湿性及び通気性の良い服装を準備する。

直射日光下における作業が予定されている場合通気性の良い帽子、
ヘルメット等を準備する。

服装等の選定に当たっては、送風や送水により身体を冷却する機
能をもつ服やヘルメットを採用するなど、作業中の深部体温上昇の
抑制に資するものを積極的に採用する。

なお、事業者が業務に関連し衣類や保護衣を指定することが必要
な場合があり、この際には、あらかじめ衣類の種類を確認し、暑さ
指数（WBGT）の補正（別紙表２）の必要性を考慮する

職場における熱中症防止のためのガイドライン（５） ９ページ



職場における熱中症防止のためのガイドライン 表１－２ ２０ページ



WBGT値（暑さ指数）

暑さの危険度を数値で判断

28℃以上で特に注意



WBGT指数とは
WBGT指数とは、自然湿球温度，黒球温度，乾球温度の3つの数値から計算
で得られる数値です。

自然湿球温度・・・水で湿らせたガーゼにくるんだ温度計で測定された温度で、

湿度と気流の影響を評価するものです。

黒 球 温 度・・・黒色に塗装された薄い銅板の中空の球の中心で測定され

た温度で、太陽光による輻射熱を評価するものです。

乾 球 温 度・・・通常「気温」と呼ばれる温度です。

労働安全衛生研究所HPより出典



日射がない場合

WBGT値 = 0.7×自然湿球温度＋0.3×黒球温度

日射がある場合

WBGT値 = 0.7×自然湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×気温（乾球温度）等

環境省の熱中症情報サイトより

WBGT指数とは



日本工業規格 JIS Z ８５０４、 JIS B ７９２２

黒球付熱中症指数計 など

WBGT指数とは

職場における熱中症防止のためのガイドライン第２ ２ ２ページ



JISに適合しない測定器では、屋外や輻射
熱がある屋内の作業場所で、暑さ指数
（WBGT）が正常に測定されない場合もある。

WBGT指数とは

職場における熱中症防止のためのガイドライン第２ ２ ２ページ



暑さ指数（WBGT）の把握

測定はいつ？

朝、昼、午後の３回が目安

作業前

気温が上昇する昼

気温のピーク時

※休憩ごとに測定

（必ず測定記録を付けましょう！）



現場での基本対策①

作業環境の改善

    ・冷房・通風・日陰

・休憩場所の確保

・水分・塩分補給設備



WBGT値の低減
WBGT 基準値を超えるおそれのある場所において作業を
行うことが予定されている場合

発熱体と作業従事者の間に熱を遮る遮へい物の設置

簡易な屋根の設置

通風又は冷房設備の設置

ミストシャワー等による散水設備の設置を検討する。

職場における熱中症防止のためのガイドライン第３ ２作業環境管理 （１） ６ページ



WBGT値の低減

WBGT 基準値を超えるおそれのある場所において作業を行
うことが予定されている場合

ミストシャワー等による散水設備の設置に当たっては、湿度
が上昇することや滑りやすくなることに留意する。

既に設置している冷房設備等については、その機能を点検

職場における熱中症防止のためのガイドライン第３ ２作業環境管理 （１） ６ページ



休憩場所の確保の検討

イラスト：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより

速やかに利用できる場所に設置

当該休憩場所は足を伸ばして横になることのできる広さのもの

休憩場所、その近隣に空調設備、氷、アイススラリーなど身体を適度に冷や
す設備又は物品を設ける

電気、水道等のインフラが使用できない場所では日よけテント等を設ける

職場における熱中症防止のためのガイドライン第３ ２作業環境管理 （２） ６、７ページ



現場での基本対策②

作業管理

・作業時間短縮

・暑熱順化



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイド５１ページより
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厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイド４３ページより



水分・塩分補給

のどが渇く前に摂取

20～30分ごとが目安



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイド４４ページより



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイド４８ページより



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイド３７ページより



異変を感じたら

我慢しない

すぐ作業中断し報告



緊急時の対応の事前確認等

労働者の体調不良時に搬送を行う医療機関
の連絡先や所在地や緊急時の必要な措置の
実施手順を作成し、朝礼場所や休憩場等労働
者が見やすい場所への掲示やメールでの送
付等により周知する。

職場における熱中症防止のためのガイドライン ２２、２３ページ



職場における熱中症防止のためのガイドライン ２２、２３ページ



緊急時の対応の事前確認等

体調不良の者を休憩させる場合は、状態の把
握が容易に行えるように配慮し、事前に周知
されている担当者に連絡を行い、あらかじめ
定められた措置の実施手順に従い対処するこ
と。なお、判断に迷う場合は、＃7119等を活用
することも有効である。

職場における熱中症防止のためのガイドライン １５ページ



＃7119について

#7119は「救急安心センター事業」といい、医
師や看護師、専門員が救急車を呼ぶかどうか
電話で教えてくれる相談窓口です。

かながわ救急相談センターHPより



＃7119について

#7119は、利用地域が定められているとこ
ろもあります。

神奈川県内はすべて２４時間対応できます。

くわしくは総務省消防庁HP

かながわ救急相談センターHPより



＃7119について

ただし、横浜市の#7119は、横浜市民また
は横浜市内に滞在している方のみを対象と
しているため、神奈川県内の他市町村の方
にはご対応できません。

かながわ救急相談センターHPより



労働衛生管理体制の確立

産業医、衛生管理者、安全衛生推進者又は衛生推進者が
中心に本ガイドラインに掲げる熱中症防止対策について検
討、熱中症予防に係る責任体制を確立する。

現場では衛生管理者、安全衛生推進者等以外の者に熱中
症予防対策を行わせる場合は、５の（１）の熱中症予防教
育を実施した中から熱中症予防管理者を選任

職場における熱中症防止のためのガイドライン ４ページ



教育研修の実施

各級管理者、労働者に対する教育を実施する。

教育は、５の（１）、（２）、（３）に基づき実施する。

職場における熱中症防止のためのガイドライン １３、１４、１５ページ



教育研修の実施

職場における熱中症防止のためのガイドライン １３、１４ページ



教育研修の実施

職場における熱中症防止のためのガイドライン １４、１５ページ



教育研修の実施
教育用教材

厚生労働省の運営しているポータルサイト

「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場における熱中症予防情報」

１．「熱中症予防スイッチ・オン その行動、その習慣が、いのちを守る 自分でで

きる７つのこと」等の動画コンテンツ

２．「働く人の今すぐ使える熱中症ガイド」

３．熱中症予防対策について点検すべき事項をまとめたリーフレット等

４．環境省の熱中症予防情報サイトに公表されている熱中症に係る動画コンテ

ンツや救急措置等の要点が記載された携帯カード「熱中症予防カード」など

を活用する。

なお、事業者が自ら当該教育を行うことが困難な場合には、関係団体が行う
教育を活用する。

職場における熱中症防止のためのガイドライン １５ページ
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職場における熱中症防止のためのガイドライン ２２、２３ページ



まとめ

熱中症は予防できる

声かけと早期対応が重要



ご清聴ありがとうございました

★産業保健関係者からの専門的なご相談は

神奈川産業保健総合支援センターまで

０４５－４１０－１１６０
HPよりメールでも受付ています！
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